
1 Package “eRm”での引数W の指定について

1.1 応用例 3：LRSMの引数W

LRSMを用いる場合，RSMにおける定義式および式に仮定される構造から，
項目母数 βjにはカテゴリ kの違いによる重み kβj +ωkが付加されている。RSM
同様にカテゴリ係数 ωk は ω0 = ω1 = 0であるから，各項目に ω2が付加されな

い場合を c1(ω2 = 0), 付加される場合を c2(ω2 = 1) とすると，(1.1)式はこれ
を鑑みた上での，Item4, 5, 6, 10, 11, 12の各カテゴリについての構造を表すこ
ととなる。ここで “Item4 c1”は，0番目のカテゴリに対して 1番目のカテゴリ
を選んだ場合の Item4を，“Item4 c2”は 1番目のカテゴリに対して 2番目のカ
テゴリを選んだ場合の Item4の項目母数を表している。パッケージ “eRm”では
(1.1)式のように引数W を指定する。

W =

α1 α2 α3 ω2

Item4 c1

Item4 c2

Item5 c1

Item5 c2

Item6 c1

Item6 c2

Item10 c1

Item10 c2

Item11 c1

Item11 c2

Item12 c1

Item12 c2



0 0 0 0
0 0 0 1
0 1 0 0
0 2 0 1
0 0 1 0
0 0 2 1
1 0 0 0
2 0 0 1
1 1 0 0
2 2 0 1
1 0 1 0
2 0 2 1


(1.1)

1.2 応用例 4：LPCMの引数W

応用例 4は 2値の項目と 3値の項目が混在している点が応用例 2, 3と異なる。
ステップ母数 βjk を βj + djk のように位置母数と閾値母数に分け，この後者の

djk を項目毎に dj1 = 0, dj2 = 1とした場合，パッケージ “eRm”では (1.2)式の
ように引数W を指定する。d192が Item19，d202が Item20, d212が Item21の，
1番目のカテゴリに対する 2番目のカテゴリの選ばれ易さを表す閾値母数の大
きさを表している。

W =

α1 α2 α3 d192 d202 d212

Item13 c1

Item14 c1

Item15 c1

Item19 c1

Item19 c2

Item20 c1

Item20 c2

Item21 c1

Item21 c2



0 0 0 0 0 0
0 1 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0
1 0 0 0 0 0
2 0 0 1 0 0
1 1 0 0 0 0
2 2 0 0 1 0
1 0 1 0 0 0
2 0 2 0 0 1


(1.2)
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